
新型コロナウイルス感染症にかかわる本校の対応 

令和 2年 5月 29日 

県立麻溝台高等学校学校長 

１）学校において感染者等が発生した場合の対応について 

① 生徒等や教職員の感染者が発生した場合 

感染者や濃厚接触者等の出席停止 

児童生徒等の感染が判明した場合又は児童生徒等が感染者の濃厚接触者に特定された場合に

は、各学校において、当該児童生徒等に対し、学校保健安全法（昭和33年法律第56号）第 19

条に基づく出席停止の措置を取る。なお、濃厚接触者に対して出席停止の措置をとる場合の出席

停止の期間の基準は、感染者と最後に濃厚接触をした日から起算して 2週間とする。 

なお、臨時休業については、学校長が教育委員会と協議して決定する。 

② 校内で体調不良者が発生した場合 

発熱等の風邪症状が発生した場合には、生徒を安全に帰宅させ、症状がなくなるまでは自宅で休

養するよう指導する（「欠席」とせずに、「出席停止」とする）。 

居住する自治体の定めに従って「帰国者・接触者相談センター」や保健所等に相談するよう家庭

連絡し、経過について学校に継続的に連絡する。 

安全に帰宅できるまでの間、学校にとどまるケースが想定されるが、その場合には、他の者との接

触を避けられるよう、別室で待機させるなどの配慮を行う。 

２）その他 

① 基礎疾患等がある生徒について 
基礎疾患があることにより、重症化するリスクが高い生徒の欠席については、主治医と相談のうえ、

登校すべきではないと判断された場合は、「非常変災等児童生徒又は保護者の責任に帰すことが

できない事由で欠席した場合などで、校長が出席しなくてよいと認めた日」として扱うこととする。 

（事前に基礎疾患の有無についてアナウンスして、保護者が担任に申し出た生徒に限って適用す

る。） 

② 感染が不安で休ませたいと相談があった場合 

      まずは、保護者から欠席させたい事情をよく聴収し、学校で講じる感染症対策について十分説明

するとともに、学校の運営の方針について理解を得る。感染の可能性が高まっていると保護者が

考えるに合理的な理由があると校長が判断する場合には、「出席停止」とし「欠席」としないなど

の柔軟な取り扱いとする。 

 



３）出席停止等の扱い 
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 出欠席の取扱い 健康観察上の留意点 

感染した生徒 

感染者は治癒するまで「出席停止」。（学

校保健安全法第 19 条）※学校の臨時

休業の日数について、保健所からの要請

や、学校医等と相談のうえ決定する。 

保健所の指示に基づき、濃厚接触

者を把握するとともに、体調不良の

生徒がいないか確認する。臨時休業

の判断を保健体育課に連絡する。 

濃厚接触者 

保健所の指示に基づき指定された期間

「出席停止」（感染者と最後に濃厚接触

した日から２週間程度） 

保健所の指示に基づき、健康観察

票等を活用し、健康観察を行う。 

症状があり、り患の疑い

がある場合 

「出席停止」又は「校長が出席しなくても

よいと認めた日」 

その間は健康観察票等を活用し、 

健康観察を行う。 

症状はないが、り患の疑

いがある場合 

保護者の申し出により学校医等と 

相談の上、「出席停止」 健康観察記録等により、基礎疾患が

ある生徒については、健康観察を徹

底し体調変化に留意する。 

基礎疾患があるなど、重

症化する恐れがある生

徒 

主治医や学校医に相談の上、保護者から

の申出により、「校長が出席しなくてもよ

いと認めた日」 

感染の可能性について

の保護者の申し出に合

理的な理由があると判

断する場合 

保護者の申し出により、「校長が出 

席しなくてもよいと認めた日」 
－ 

上記以外の生徒の 

臨時休業に伴う扱い 

保健所からの要請や、学校医等と相 

談の上、臨時休業の日数を決定 

「臨時休業の日数を授業日数から 

除く」 

－ 


